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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/2５現在 

父島 

100/100 

母島  

87.9/100 

6月気象状況    (父島) 

最高気温   30.6℃ 

最低気温   23.1℃ 

平均気温   27.0℃ 

平均湿度   89％ 

月降水量   90.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(７/1) 

             2,592人 

             父島      母島                

  人口      2,135人   457人 

  世帯      1,250    277 

                   
  

                            

  

７
月
１
日
、
小
笠
原
海
運
の
協
力
の
も
と
、
硫
黄

島
３
島
ク
ル
ー
ズ
航
海
中
に
令
和
５
年
度
硫
黄
島
洋

上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

好
天
の
な
か
硫
黄
島
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公
園
の

近
く
を
ゆ
っ
く
り
と
航
行
し
な
が
ら
、
洋
上
へ
の
献

花
と
と
も
に
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
南
硫

黄
島
・
北
硫
黄
島
の
周
囲
も
航
行
し
ま
し
た
。 

※
自
衛
隊
航
空
機
に
よ
る
硫
黄
島
訪
島
事
業(

７
月

26
日
実
施
予
定)

に
つ
い
て
は
９
月
号
で
ご
報
告

し
ま
す
。 

【
参
加
者
内
訳
】
総
勢
45
名 

旧
島
民
10
名
、
硫
黄
島
協
会
１
名
、 

父
母
中
学
生(

教
員
含
む)

34
名
、 

                        

                                  

●
問
合
せ
先 
総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

    

 

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼

式
を
挙
行
し
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日(

火)

午
後
５
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日(

火)

午
前
11
時
50
分
～ 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会  

２―

２
４
８
６ 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
８
８ 

   

防
災
訓
練
を
９
月
１
日(

金)

に
実
施
し
ま
す
。
訓

練
の
詳
細
は
別
途
発
行
の
村
民
だ
よ
り(

防
災
特
集

号)

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

        

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て

給
付
金(

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円)

を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
は
次
の(

１)(

２)

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
で
す
。 
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硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

旧島民の皆さん 洋上献花をする参加者 

中学生による誓いのことば 摺鉢山を正面に 

戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内 

９
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等 

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金 
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(
１)

基
準
日(

令
和
５
年
６
月
１
日)

に
お
い
て
、
小

笠
原
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が

住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
と
な
っ
た
世
帯 

(

２)

家
計
急
変
世
帯(

令
和
５
年
１
月
以
降
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
糧
品
等
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と

に
よ
り
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と

で
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が(

１)

と
同

様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯) 

【
注
意
事
項
】 

①
(1)

(2)
い
ず
れ
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯(

被
扶
養

者
の
み
世
帯)

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

②
(1)

(2)
い
ず
れ
か
一
方
の
み
し
か
受
給
で
き
ま

せ
ん
。 

 

◎
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯 

〇
７
月
中
に
対
象
の
方
へ
給
付
内
容
や
確
認
事
項
を

書
い
た
確
認
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
申
請
期
限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。
確
認
書
の
返
信
や
お
届
け
が
な
い
場
合
は
本

給
付
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

〇
な
お
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
７
月
中
に
届
か
な

い
も
の
の
、
支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

世
帯
の
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

〇
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入
し

た
方
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
給
付
金
を
受
け

取
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る
場
合

は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。(

申
請
書
は
小
笠

原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド(

準
備

中)

ま
た
は
、
総
務
課
総
務
係
及
び
母
島
支
所
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
。) 

【
必
要
書
類
】 

①
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど) 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
が
発
行
す
る
「
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
証

明
書
」 

「
現
住
所
と
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所
と
異

な
る
」
欄
が
「
異
な
る
」
に
該
当
す
る
方
全
員
分 

【
申
請
期
限
】
11
月
30
日(

木) 

 

◎
家
計
急
変
世
帯 

【
対
象
要
件
】 

〇
申
請
日
に
お
い
て
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
が
あ
る

こ
と
。 

〇
世
帯
の
全
員
が
令
和
５
年
度
住
民
税(

均
等
割)

非

課
税
水
準
相
当
で
あ
る
こ
と
。 

○
世
帯
の
中
に
、
租
税
条
約
に
よ
る
免
税
の
適
用
を

届
け
出
て
い
る
者
が
い
な
い
こ
と
。 

※
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。 

※
申
請
の
際
に
は
次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
書
、
簡
易
な
収
入(

所
得)

見
込
額
の
申
立
書

は
窓
口
ま
た
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド(

準
備
中)

で
き
ま

す
。 

【
必
要
書
類
】 

①
令
和
５
年
１
～
９
月
ま
で
の
任
意
の
１
か
月
の
収

入
を
確
認
で
き
る
給
与
明
細
書
、
年
金
振
込
通
知

書
等
の
収
入
額
が
分
か
る
書
類
、
事
業
収
入
、
不

動
産
収
入
に
か
か
る
経
費
の
金
額
が
分
か
る
書
類

(

※
１) 

(

※
１)…

給
与
明
細
、
預
金
通
帳
の
写
し
、
令
和
５

年
度
分
所
得
の
確
定
申
告
書
、
住
民
税
申
告
書
、

源
泉
徴
収
票
、
帳
簿
等
の
写
し
な
ど
。
書
類
の
ご

用
意
が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど) 

【
申
請
期
限
】
11
月
30
日(

木) 

※
予
期
せ
ず
収
入
が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
意

図
的
に
給
付
を
申
請
し
た
場
合
、
不
正
受
給
に
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
給
付
金
受
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村

や
内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察

署
、
警
察
相
談
専
用
電
話(

♯
９
１
１
０)

に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

８
月
中
に
小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書

等
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
・
提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

        

２―

３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

○乳
・

○子
・

○青
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど

も
が
制
度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に

更
新
さ
れ
ま
す
。 

【
新
し
い
医
療
証
の
交
付
時
期
】 

 

助
成
対
象
者
に
は
令
和
５
年
９
月
末
日
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
９
月
１
日

(

金)

ま
で
に
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

円
滑
な
医
療
証
の
更
新
事
務
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。 

【
書
類
提
出
が
必
要
な
方
】 

《
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
》 

 
区
市
町
村
発
行
の
令
和
５
年
度
課
税
所
得
証
明
書

な
ど
、
令
和
４
年
中
の
所
得
及
び
税
申
告
上
の
扶
養

者
数
の
確
認
が
で
き
る
書
類(

源
泉
徴
収
票
等
で
も

可) ※
課
税
所
得
証
明
書
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在

に
住
民
登
録
し
て
い
る
区
市
町
村
で
し
か
発
行
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

《
確
定
申
告
等
を
行
っ
て
い
な
い
方
》 

 

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
に
て
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
先
が
小
笠
原
村
で
な
い

場
合
は
、
上
記
の
課
税
所
得
証
明
書
等
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

《
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
方
》 

 

世
帯
主
及
び
乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒
・ 

高
校
生
等
の
健
康
保
険
証
の
写
し 

【
医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は 

優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
】 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◇ 

○乳
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 
 

○乳
が
優
先
し
ま
す
。 

◇ 

○子
ま
た
は

○青
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、 

・
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先
し
ま 

す
。 

・
住
民
税
課
税
の
場
合
、

○子
ま
た
は

○青
が 

優
先
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、

○乳
・

○子
・

○青
・

○親
の
医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ

ま
す
。 

 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合

に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で

の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
受
診
さ
れ
る
際
に

○乳
・

○子
・

○青
・

○親
等

の
医
療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

(

受
診
時
に
は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で

す)

。 

 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

医
療
費
助
成(

○乳
・

○子
・

○青)

制
度
の 

医
療
証
の
更
新 

 



  NO．757  令和 5(2023)年 8 月 1日(火)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-3- 

   

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
ド
ル
フ

ィ
ン
ス
イ
ム
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
海
域
ツ
ア
ー

の
安
全
対
策
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と
連
携
し
、
溺
者
救
助
訓
練

講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

【
受
講
で
き
る
方
】 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
サ
ッ
プ

等
の
海
域
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
ガ
イ
ド
で
、
現
在
事

業
者
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
い
る
方 

【
講
習
実
施
期
間(

予
定)

】 

10
月
30
日(

月)

～
31
日(

火) 

座
学
お
よ
び
屋
内
訓
練
が
半
日
、
海
域
で
の
訓
練

が
半
日
で
、
２
日
間
に
渡
る
講
習
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
参
加
人
数
に
よ
っ
て
変
更
も
あ
り
ま
す
。 

【
講
習
受
講
申
込
み
期
間
】 

《
申
込
期
間
》
８
月
１
日(

火)

～
21
日(

月) 

《
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 

【
受
講
料
】
３
千
円 

※
講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 
 

産
業
観
光
課 

           

２―

３
１
１
４ 

    

母
島
中
ノ
平
に
あ
る
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地

は
、
農
業
者
の
自
立
を
支
援
し
、
農
業
振
興
を
図
る

た
め
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
次
の
と
お
り
就

農
を
希
望
す
る
農
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

【
応
募
資
格
】 

次
の
①
～
③
の
条
件
の
す
べ
て
満
た
す
農
業
者 

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。 

②
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
速
や
か
に
母
島
に

居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

③
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業

経
営
の
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
就
農
実
績

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
３
年
以
上
の
農
作
業
従

事
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。 

※ 

③
の
就
農
実
績
お
よ
び
農
作
業
従
事
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
２
名 

【
募
集
区
画
】 

                 

【
使
用
料
に
つ
い
て
】 

右
記
使
用
料
と
は
別
に
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
修
繕
等
の

た
め
の
積
立
金
と
園
芸
施
設
共
済
加
入
費
の
負
担
が

必
要
で
す
。 

【
使
用
期
間
】
原
則
６
年
間 

※
別
途
条
件
あ
り 

【
応
募
期
間
】
８
月
１
日(

火)

～
15
日(

火) 

【
応
募
方
法
】 

応
募
書
類
、
募
集
要
項
は
村
役
場
産
業
観
光
課
、

母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

募
集
内
容
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

観
光
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

   

２―

３
１
１
４ 

    

東
町
駐
車
場(

父
島
字
東
町
・
Ｂ
し
っ
ぷ
裏)

は
、

大
型
車
両
の
出
入
り
の
安
全
確
保
の
た
め
、
図
の

「
軽
自
」
と
表
示
さ
れ
た
２
区
画
は
軽
自
動
車
専
用

の
区
画
と
し
ま
す
。 

東
町
駐
車
場
を
ご
利
用
の
際
は
、
こ
の
２
区
画
に

は
軽
自
動
車
以
外
の
車
両
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 

                   
な
お
、
東
町
駐
車
場
は
公
共
駐
車
場
と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
の
で
、
長
期
間
連
続
し
て
の
駐
車
は
お

控
え
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 

 

  

空
き
缶
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
場
合
、
１
缶
ず
つ
手
作
業
で
取
り
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

空
き
缶
は
、
中
身
を
出
し
切
っ
て
、
軽
く
ゆ
す
い

で
か
ら
お
出
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

令
和
５
年
７
月
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
に
「
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」
の
分
類
が
新
た
に
設
け

ら
れ
、
専
用
の
標
識
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

 

【
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
と
は
】 

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
、
以
下
の
す
べ
て
の
要

件
に
該
当
す
る
車
両
を
言
い
ま
す
。 

〇
原
動
機
の
定
格
出
力
が
０
・
６
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

下
で
あ
る
こ
と 

〇
長
さ
１
．
９
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
０
・
６
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
こ
と 

〇
最
高
速
度
が
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
下
で
あ

る
こ
と 

【
税
率
に
つ
い
て
】
年
額
２
千
円 

【
標
識
の
交
付
に
必
要
な
も
の
】 

〇
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

申
告(

報
告)

兼
標
識
交
付

申
請
書 

〇
販
売
証
明
書 

〇(

販
売
証
明
書
等
か
ら
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
な
い
場
合)

特
定
小

型
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
示

す
書
類
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等 

 

使用料年額（円） 面積（㎡） 区画 

24,012 

17,328 

(合計 41,340) 

2,001 

456 

(合計 2,457) 

露地ほ場  区画 3 

鉄骨ハウス 区画 2  

6,048 

17,328 

(合計 23,376) 

504 

456 

(合計 960) 

露地ほ場  区画 5-2 

鉄骨ハウス 区画 4  

溺
者
救
助
訓
練
講
習
の
実
施 

中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
就
農
者
の
募
集 

空
き
缶
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を 入

れ
な
い
で
！ 

東
町
駐
車
場(

Ｂ
し
っ
ぷ
裏)

に 

軽
自
動
車
専
用
区
画
を
設
け
ま
す 

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車 

(

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
に
つ
い
て) 
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公
道
走
行
す
る
場
合
は
、
標
識
の
取
付
け
に
加

え
、
保
安
基
準
を
満
た
し
、
自
賠
責
保
険(

共
済)

に

加
入
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
16
歳
未
満
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

保
安
基
準
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_f

r7_000058.html 

  ●
問
合
せ
先 

〇
軽
自
動
車
税
及
び
標
識
交
付
に
関
し
て 

   

財
政
課 

税
務
係 

           

２-

３
１
１
２ 

〇
交
通
ル
ー
ル
に
関
し
て 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
  

 
 
 

２-

２
１
１
０ 

   

８
月
は
、
個
人
住
民
税(

村
・
都
民
税)(

第
２

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
２
期)

、
介
護
保
険
料

(

第
２
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
１

期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
８
月
31
日

(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課 

住
民
係  

２―

３
１
１
３ 

  

出
張
期
間
：
６
月
26
日
～
７
月
６
日 

・
八
丈
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
訪
問 

・
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
出
席 

・
平
泉
町(

岩
手
県)

町
長
表
敬
及
び
町
内
視
察 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

７
月
31
日
付 

【
退
職
者
】《 

》
内
は
旧
所
属 

萩
原 

佳
代(

事
務) 

《
財
政
課
税
務
係
》 

田
中 

強
子(

看
護
師)

《
医
療
課
診
療
所
係

(

小
笠
原
村
診
療
所)

》 
 

８
月
１
日
付 

【
採
用(

主
事
級)

】 

 

総
務
課
付 

三
丸 

俊
大 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   
【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
事
務
補
助
員 

１
名 

【
業
務
内
容
】
事
務
補
助
業
務 

【
期
間
】 

 
 

令
和
５
年
９
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

 
 
 
 
    

午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
45
分 

 
 
 
 
 
 
(

週
29
時
間
以
内) 

【
時
間
給
】 

１
０
７
２
円 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接 

【
申
込
期
限
】
８
月
21
日(

月)
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

     

２―

３
１
１
７ 

       

東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員
の
合
同
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
試
験
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

【
試
験
内
容
・
試
験
日
】 

一
次
試
験
／
高
卒
程
度
の
教
養
試
験 

(

10
月
15
日(

日)) 

 

二
次
試
験
／
面
接
等 

(

一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知) 

【
募
集
団
体
及
び
職
種
】 

大
島
町(

事
務
職
・消
防
職) 

新
島
村(

事
務
職
・保
育
職
・看
護
職) 

三
宅
村(

事
務
職
・消
防
職
・看
護
職) 

御
蔵
島
村(

事
務
職
・看
護
職) 

八
丈
町(

事
務
職
・技
術
職
・消
防
職
・調
理
員
・ 

保
育
職
・看
護
職) 

青
ヶ
島
村(

事
務
職
・調
理
員
・保
育
職
・看
護
職) 

小
笠
原
村(

技
術
職) 

【
募
集
期
間
】
８
月
15
日(

火)

～
９
月
22
日(

金) 

【
応
募
方
法
・
受
験
資
格
等
】 

募
集
開
始
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
領
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
会 

(

東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員
合
同
採
用
試
験
事
務
局)

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://tokyo-tosho.jp/ 

     

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

 

詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
提
出
書
類
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。） 

【
職
名
】
農
芸
員 

【
職
務
内
容
】 

農
業
関
連
の
試
験
研
究
に
必
要
な
圃
場
管
理
、 

実
験
等
の
補
助
、（
機
械
・
器
具
の
保
守
管
理
、）

農
業
機
械
類
の
運
転
・
操
作
等 

【
勤
務
場
所
】
営
農
研
修
所 

（
小
笠
原
村
母
島
字
元
地
） 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名
程
度 

【
求
め
ら
れ
る
資
格
・
能
力
】 

 

普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許
証
（
Ｍ
Ｔ
可
が
望

ま
し
い
）
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
。
健
康
で
意
欲
的

に
職
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
、
小
笠
原
の
農
業
に
つ

い
て
の
知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

【
任
用
期
間
】 

令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
、
選
考
後
の
月
初
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で 

【
申
込
期
限
】
随
時
募
集
（
採
用
次
第
応
募
終
了
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課 

２―

２
１
２
１ 

    

「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土

地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
防
衛
関
係
施
設
等
の
周
囲

お
お
む
ね
１
千
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
及
び
国
境
離
島

等
の
区
域
内
の
区
域
を
「
注
視
区
域
」・「
特
別
注
視

区
域
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
７
月
12
日
に
村
内
の
一
部
の
区
域
を
指
定

し
、
８
月
15
日
に
施
行
す
る
予
定
で
す
。
施
行
日

後
に
お
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
・
建

物
で
防
衛
関
係
施
設
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
内
閣
府
が
調
査
を
行
う
ほ
か
、

「
特
別
注
視
区
域
」
内
に
お
い
て
面
積
が
２
０
０
㎡

以
上
の
土
地
・
建
物
を
売
買
等
す
る
際
に
は
事
前
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
内
閣
府

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

【
特
別
注
視
区
域
】 

夜
明
山
送
信
所
、
父
島
基
地
分
遣
隊
、
硫
黄
島
航

空
基
地
を
中
心
と
し
た
周
囲
お
お
む
ね
１
千
メ
ー
ト

ル
の
区
域
及
び
聟
島
、
北
硫
黄
島 

【
注
視
区
域
】 

小
笠
原
海
上
保
安
署
を
中
心
と
し
た
周
囲
お
お
む

ね
１
千
メ
ー
ト
ル
及
び
母
島
の
臥
牛
角
、
硫
黄
島
北

部(

北
ノ
鼻)

の
周
辺
の
区
域 

https://www.cao.go.jp/tochi-chosa 

ま
た
は

「
内
閣
府 

重
要
土
地
」
で
検
索 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

村
長
出
張
報
告(

６
月
・
７
月) 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

小
笠
原
小
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

令
和
５
年
度
東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員 

合
同
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ 

東
京
都
会
計
年
度
任
用
職
員 

（
営
農
研
修
所
農
芸
員
）
の
募
集 

内
閣
府
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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●
問
合
せ
先 

内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
５
７
０
ー
０
０
１
ー
１
２
５

(

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分) 

   

◎
盆
踊
り
練
習
会 

 

今
年
は
盆
踊
り
本
番
の
開
催
が
困
難
な
状
況
の
た

め
、
盆
踊
り
練
習
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー
認
定

証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
11
日(

金)

・
12
日(

土) 
 

午
後
７
～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場(

雨
天
時
中
止) 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

小
笠
原
の
夏
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
退

屈
知
ら
ず
！
一
緒
に
盆
踊
り
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
！
？
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

  

２―

２
５
８
７ 

     

小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
７
月
13
日
～
８
月

31
日
を
、
夏
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と

し
て
、
海
で
の
事
故
「
０
」
を
目
指
し
て
、
各
種
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

海
に
出
か
け
る
際
は
、「
体
調
の
管
理
」「
気
象
海

象
の
確
認
」
を
基
本
に
、
安
全
第
一
で
無
理
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
、「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
海
に
は
入

ら
な
い
」「
小
さ
な
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
」「
複

数
人
で
行
動
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
お
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
船
を
運
航
さ
れ
る

方
は
、「
発
航
前
の
検
査
」
や
「
適
切
な
見
張
り
の

実
施
」
な
ど
、
航
行
の
安
全
に
必
要
な
こ
と
を
遵
守

し
て
、
安
全
運
航
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
海
上
保
安
署
職
員
に

よ
る
島
内
海
岸
な
ど
へ
の
巡
回
を
強
化
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

～
自
己
救
命
策 

３
つ
の
基
本
～ 

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用 

②
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段
の
確 

保 

③
「
１
１
８
番
」
及
び
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
の
活
用 

(

海
へ行
く
と
き
は
、
家
族
や
友
人
、
関
係
者
に
目
的

地
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う) 

※
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
＝
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
を

持
つ
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
し

た
入
力
操
作
に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急

時
の
通
報
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２―
７
１
１
８ 

     

日
頃
よ
り
支
庁
及
び
警
察
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

図
の
駐
車
場
※
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沿
道
施
設
及

び
船
客
待
合
所
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
た
め
に
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
各
施
設
の
利
用
目
的
以
外
の
駐
車
や

長
期
間
に
わ
た
る
駐
車
等
を
避
け
、
節
度
あ
る
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
に
す
る
た

め
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

                      

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
  

 
 

２―

２
０
１
５ 

(

船
客
待
合
所
駐
車
場
に
つ
い
て) 

 
 
 

〃 
 

土
木
課 

 
 
  

 
 
 

２―

２
１
２
３ 

(

そ
の
他
の
駐
車
場
に
つ
い
て) 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 
  

２―

２
１
１
０ 

    

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

  

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
住
所

を
有
し
、
来
年
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
18
歳
以

上
と
な
る
方 

※
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
を
推
奨
し
ま
す
。 

【
講
習
期
間
】
９
月
７
日
（木
）～
10
月
31
日
（火
） 

※
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
講
習
を
実
施
し
ま

す
。 

※
ま
た
、
天
候
等
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
布
及
び
提
出
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

※
申
込
用
紙
の
配
布
は
８
月
１
日
（火
）か
ら
で
す
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
１
日
（火
）～
８
月
18
日
（金
） 

※
申
込
者
が
２
名
に
達
し
な
い
場
合
、
今
年
度
の
講

習
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
講
習
会
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
十
分
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を

延
期
又
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
２
１
５ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 

２―

２
１
６
７ 

  

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
で
は
、
島
し
ょ

町
村
の
義
務
教
育
を
修
了
さ
れ
た
生
徒
を
対
象
に
、

提
携
先
の
学
生
寮
へ
の
入
居
費
用
の
一
部(

入
館
保

証
金
５
万
円
程
度)

を
立
て
替
え
る
「
島
外
進
学
者

支
援
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生
寮
で
は

朝
・
夕
の
食
事
提
供
や
、
館
長
に
よ
る
見
守
り
な

ど
、
保
護
者
様
に
代
わ
り
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。 

 

本
制
度
の
申
込
み
、
学
生
寮
へ
の
入
居
を
ご
検
討

さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
当
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
希
望
の
学
生
寮
に
よ
っ
て
は
満
室
と

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
制
度
の
申
込
み
は
、

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習 

駐
車
場
利
用
の
皆
様
へ 

駐
車
場
で
の
思
い
や
り
に
つ
い
て 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

海
の
安
全
運
動 

 

夏
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

島
外
進
学
を
お
考
え
の
方
へ 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

〇
本
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

お
申
込
は
こ
ち
ら
か

ら) 

URL

：https://tosho-

ichikumi.jp/tougaishingaku 
 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
事
務
局 

０
３―

３
４
３
２―
４
９
６
１ 

(

受
付
：
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時) 

  

【
実
施
日
程
】
８
月
17
日(

木) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
25
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

(

受
付
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分) 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
40
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
27
日(

日)

午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
28
日(

月)

午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(
電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま

す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部
地
域

活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

  

【
日
時
】
８
月
８
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

     

８
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
３
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】
今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ

ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
  

３―

２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】
今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
28
日(

月)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

《
申
込
締
切
》
８
月
22
日(

火) 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
16
日(

水)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
申
込
締
切
》
８
月
８
日(

火) 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

       

２―

３
９
３
９ 

 
  

母
島
支
所 

 
          

３―

２
１
１
１ 

    

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

育
児
学
級(

お
や
つ
の
会) 

行
政
相
談
所
の
開
設 
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全
て
予
約
制
で
す
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
８
月
22
日(

火)
～
28
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
８
月
23
日(

水)

は
休
診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
８
月
20
日(

日) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

【
予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
午
後

５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

    

８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

          

                       

大
正
時
代
に
小
笠
原
へ
旅
を
し
た
チ
ェ
コ
人
画

家
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
ィ
ア
ラ
。 

フ
ィ
ア
ラ
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
専
門
家
及
び
チ

ェ
コ
セ
ン
タ
ー
東
京
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
、
フ

ィ
ア
ラ
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
文
化
、
そ
し
て
国

際
交
流
の
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
17
日(

木) 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
主
催
】
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
Ｏ
Ｒ
Ｂ 

 

●
問
合
せ
先 

Ｏ
Ｒ
Ｂ  

０
８
０―

３
３
１
０―

３
７
８
３ 

(

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
ィ
ア
ラ
講
演
会
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
は
こ
ち
ら) 

  

       

皆
さ
ま
が
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
人
島
を

は
じ
め
と
し
た
島
々
の
自
然
環
境
と
保
全
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
、
体
力
的
に
現
場
に
行
く
こ
と
が
難
し

い
人
は
じ
め
老
若
男
女
幅
広
い
人
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
は
は
じ
ま
丸
に
乗
っ
て
母
島
列
島
の
島
々

を
観
覧
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

 

母
島
、
向
島
、
平
島
、
姉
島
、
妹
島
、
姪
島
な
ど

母
島
列
島
に
つ
い
て
、
有
識
者
、
行
政
機
関
、
地
元

団
体
等
が
、
各
島
に
お
け
る
取
組
や
生
き
物
、
見
ど

こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

           

【
日
時
】
９
月
３
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分 

※
午
前
７
時
30
分
か
ら
沖
港(

は
は
じ
ま
丸
乗
船
口)

に
て
受
付
開
始(

８
時
頃
か
ら
乗
船
開
始
予
定) 

天
候
不
順
等
の
場
合
の
予
備
日
９
月
10
日(

日) 

【
内
容
】
通
過
し
て
い
る
島
に
つ
い
て
の
解
説 

(
船
内
放
送)

、
船
内
パ
ネ
ル
展
示
な
ど 

【
申
込
方
法
】
①
②
の
い
ず
れ
か 

①
窓
口
：父
島
の
環
境
課
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
に

て
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提

出 

②
メ
ー
ル
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
申
込
書
の
必
要
事
項
を
メ
ー
ル
本
文
に
記
載
し

て
環
境
課
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
付 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kank

yo/kankyo_keihatsu/ 
 

二
次
元
コ
ー
ド
参
照 

環
境
課
ア
ド
レ
ス
：

shizenkankyo@vill.ogasawara.tokyo.jp 

※
母
島
以
外
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
参
加

申
込
状
況
を
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
、
そ
の
後
に
母
島
の
宿
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
期
間
】
８
月
25
日(

金)

ま
で 

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り) 

【
備
考
】 

参
加
費
無
料
・
定
員
80
名
程
度(

事
前
申
込
制)

・

中
学
生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
12
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
世
界
に
誇
る
小
笠
原
の
自
然
を
皆
さ
ま
と
と
も

に
守
り
活
か
し
て
い
く
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

継
続
し
て
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
母
島
列
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ
の
内
容
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
、
世
界
遺
産
と
暮
ら
し
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
３
日(

日) 

午
後
６
時
30
分
～
２
時
間
程
度 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

【
内
容(

予
定)

】 

○
列
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ
の
お
さ
ら
い 

(

ハ
イ
ラ
イ
ト
映
像
を
放
映
予
定) 

○
講
演
：
小
笠
原
諸
島
の
地
質
に
つ
い
て(

仮) 

(

海
野
進
先
生) 

※
父
島
で
の
講
演
会
を
ラ
イ
ブ
中
継 

○
遺
産
と
暮
ら
し
を
紡
ぐ
座
談
会 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,839 等級 大人 小人

64,950 55,570 32,480 (+1,911) 4,960 2,480

(+9,910) (+8,470) (+4,960) 16,607 (+1,010) (+500)

46,900 37,520 23,450 (+1,779) 5,960 2,980

(+7,160) (+5,720) (+3,580) 15,277 (+1,220) (+610)

35,330 28,270 17,670 (+1,637) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,390) (+4,310) (+2,700) 1,788

31,030 24,830 15,520 (+192)

(+4,740) (+3,790) (+3,350) 1,331 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+143) (+1,293)

45,760 22,880 32,480 9,132

(+6,980) (+3,490) (+4,960) (+1,212)

29,540 14,770 23,450 8,523

(+4,510) (+2,250) (+3,580) (+1,131)

22,250 11,130 17,670 975

(+3,390) (+1,700) (+2,700) (+129)

19,530 9,770 15,520 736

(+2,980) (+1,490) (+3,350) (+98)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

8月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
ィ
ア
ラ
講
演
会 

は
は
じ
ま
丸
に
よ
る
列
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ 

し
ま
じ
ま
つ
つ
う
ら
う
ら
～
母
島
列
島
編
～ 

は
は
じ
ま
丸
周
遊
ク
ル
ー
ズ
お
さ
ら
い
会 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,839 等級 大人 小人

64,950 55,570 32,480 (+1,911) 4,960 2,480

(+9,910) (+8,470) (+4,960) 16,607 (+1,010) (+500)

46,900 37,520 23,450 (+1,779) 5,960 2,980

(+7,160) (+5,720) (+3,580) 15,277 (+1,220) (+610)

35,330 28,270 17,670 (+1,637) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,390) (+4,310) (+2,700) 1,788

31,030 24,830 15,520 (+192)

(+4,740) (+3,790) (+3,350) 1,331 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+143) (+1,293)

45,760 22,880 32,480 9,132

(+6,980) (+3,490) (+4,960) (+1,212)

29,540 14,770 23,450 8,523

(+4,510) (+2,250) (+3,580) (+1,131)

22,250 11,130 17,670 975

(+3,390) (+1,700) (+2,700) (+129)

19,530 9,770 15,520 736

(+2,980) (+1,490) (+3,350) (+98)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

8月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復
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小
笠
原
諸
島
の
地
質
に
つ
い
て
、
地
質
学
者
の
海

野
進
先
生(

金
沢
大
学)

が
講
演
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
３
日(

日) 

 
 
 
 

午
後
７
時
～
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

※
母
島
に
も
ラ
イ
ブ
中
継 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

      

皆
さ
ま
が
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
村
民
参
加
の

森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

今
回
は
オ
ガ
グ
ワ
の
森
の
土
の
生
き
物
観
察
と
そ

の
生
き
物
の
す
み
か(

通
称
バ
イ
オ
ネ
ス
ト)

づ
く
り

体
験
を
行
い
ま
す
。 

 

誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

       

【
日
時
】
８
月
26
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
お
昼
ご
ろ
ま
で 

【
集
合
・
解
散
場
所
】 

オ
ガ
グ
ワ
の
森(

父
島
長
谷
の
村
有
地)

現
地
集
合 

※
現
地
の
場
所
を
知
ら
な
い
方
、
行
く
手
段
が
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
期
間
】
８
月
24
日(

木)

ま
で 

(

事
前
申
込
制) 

 

【
服
装
・
持
ち
物
】 

作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
な
ど 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係    

 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
診
療
日
程
】 

○
８
月
21
日(

月) 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
８
月
22
日(

火) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室  
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課 

自
然
環
境
係) 

 
   

２-
２
２
７
０ 

    

小
笠
原
村
で
実
施
し
た
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
群
飛
調

査
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

調
査
期
間
５
月
15
日
～
６
月
22
日 

 

西
町
か
ら
奥
村
で
は
、
目
視
に
よ
る
群
飛
規
模
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
扇
浦
分
譲
地
で
は
、
ラ

イ
ト
で
羽
ア
リ
を
集
め
、
水
の
入
っ
た
ト
レ
イ
で
捕

獲
し
ま
し
た
。 

   

              

西
町
～
奥
村
の
総
群
飛
数
は
、
昨
年
と
比
べ
全
体

的
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
扇
浦
分
譲
地
で
は
、

昨
年
の
約
４
倍
の
捕
獲
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
母
島
】 

調
査
期
間 : 

集
落
周
辺
５
月
15
日
～
６
月
22
日 

 
 
 
 
 
 

西
浦
以
北
５
月
30
日
～
６
月
７
日                      

   

            

昨
年
母
島
集
落
で
36
頭
捕
獲
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
捕
獲
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

し
か
し
、
北
部
の
群
飛
数
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

た
め
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
集
落
周
辺
へ
の
南
下
を
阻

止
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

群
飛
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
イ
エ
シ

ロ
ア
リ
の
探
査
と
駆
除
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

     

昨
年
12
月
上
旬
の
豪
雨
に
よ
り
、
石
門
指
定
ル

ー
ト
の
一
部
で
崩
落
が
発
生
し
ま
し
た
。
崩
落
箇
所

の
上
部
に
は
、
６
月
現
在
も
土
砂
が
残
存
し
て
お

り
、
再
崩
落
や
落
石
等
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
者
で
協
議
の
上
、
当
面
の
間
の
通
行
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
ご
ろ
の
状
況
を
確
認
し
た

上
で
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
通
行
止
め
区
間
】 

  

堺
ヶ
岳
山
頂
分
岐
を
越
え
た
ロ
ー
プ
場
の
先
か
ら

終
点
ま
で(

ポ
ス
ト
杭
No26
付
近
以
降) 

 
 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２-

３
４
０
３ 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 

３―

２
３
０
０ 

 

 

 

小
笠
原
の
地
質
に
つ
い
て
の
講
演
会 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
オ
ガ
グ
ワ
の
森 

土
の
生
き
物
観
察
会
の

ご
案
内
～ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
群
飛
調
査
結
果 

石
門
指
定
ル
ー
ト
の
一
部
通
行
止
め
に

つ
い
て 
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国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡

易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

◎
パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
、
受
講
締
切
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

◎
父
島
・
母
島
講
習
受
講
締
切 

【
締
切
日
】
８
月
21
日
（
月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

国
有
林
課 

２―

２
１
０
３ 

   

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
入
港
中
、 

８
月
30
日(

水)

ま
で
毎
日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 
 
 
 
 
 
(

夜
間
開
館
日
：
～
午
後
９
時) 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
展 

〇
「
ザ
・
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展
～
あ
の
こ
ど
ん
な

こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

〇
写
真
展
「
ひ
み
つ
のBonin
」
～
ま
だ
、
み
た
こ

と
の
な
い
小
笠
原
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 

本
館
に

て
開
催
中 

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
眺
め
の
よ
い
場
所
、
年

に
一
度
の
絶
景
、
人
知
れ
ず
起
こ
っ
て
い
る
自
然
の

事
象
や
、
少
し
前
の
小
笠
原
の
風
景
、
出
来
事
な
ど

を
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

      

「
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
が
産
ま
れ
て
い
ま
す
」 

  

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
出
産
を
控
え
て
お
腹

が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
た
ち
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
そ
ろ
そ
ろ
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
が
観
察

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
７
月
上
旬
に
こ
の
夏
第
１
号
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん

イ
ル
カ
確
認
の
報
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
出
産
が
確
認

さ
れ
た
の
は
、
フ
ニ
ャ
（
識
別
番
号
＃
２
５
９
）
と

い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
る
個
体
。
左
側

の
胸
ビ
レ
の
先
が
変
形
し
て
、
フ
ニ
ャ
っ
と
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
的
な
メ
ス
イ
ル
カ
で
す
。
主
に
母
島

列
島
で
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
の
個
体
で
す
が
、
今
回

も
母
島
海
域
で
の
確
認
で
し
た
。
そ
の
日
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
を
見
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
体
に

は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
で
丸
ま
っ
て
い
た
時
に

つ
い
た
数
本
の
シ
ワ
（
胎
児
線
）
が
し
っ
か
り
と
確

認
で
き
ま
す
。
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
赤
ち

ゃ
ん
イ
ル
カ
が
、
こ
の
先
す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
ち
ら
も
７
月
上
旬
の
出
来
事
。
聟
島
列

島
の
嫁
島
で
も
、
連
日
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
連
れ

た
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
（
＃
３
５
８
・

右
チ
ョ
キ
と
＃
３
３
０
・
ピ
ッ
ケ
）
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
フ
ニ
ャ
と
は
違

い
、
連
れ
て
い
た
の
は
実
の
仔
で
は
な
く
、
ハ
シ
ナ

ガ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
‼
実
は
小
笠
原
で
は
、
２
０

１
３
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
夏
の
よ
う
に
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル

カ
の
子
供
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
動
が
行
わ
れ
る
理

由
が
、
子
育
て
経
験
値
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
自
分
の
利

益
の
た
め
な
の
か
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
た
め
な
の

か
、
は
た
ま
た
単
な
る
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
へ
の
興
味

な
の
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
す

べ
て
の
事
例
が
メ
ス
個
体
に
よ
る
行
為
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
、
ひ
と
き
わ
小
さ

な
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
に
出
会
っ
た
ら
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
可
能
性
を
疑
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

                     

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）            

２
ー
３
２
１
５ 

   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
267 

―

ふ
化
し
ま
し
た―

 

  

島
全
体
が
返
還
祭
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
先
月
、

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
お
め
で
た
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
７
月
１
日
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
ふ
化
場
で
今
年
初
の
稚
ガ
メ(

赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ)

の
脱
出(

産
卵
巣
か
ら
出
て
く
る
こ
と)

が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
脱
出
し
て
き
た
の
は
大
村
海
岸
で
４

月
18
日
に
産
卵
さ
れ
た
カ
メ
さ
ん
た
ち
で
す
。
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
は
甲
羅
の
長
さ
が

約
５
セ
ン
チ
、
体
重
が
約
20
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ

は
身
近
な
も
の
だ
と
単
３
電
池
の
長
さ
、
重
さ
と
同

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（
父
島
・
母
島
） 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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じ
で
す
。 

 
ウ
ミ
ガ
メ
は
小
さ
い
頃
の
成
長
が
と
て
も
早
く
、

約
１
年
経
っ
た
昨
年
生
ま
れ
の
カ
メ
さ
ん
た
ち
は
、

甲
羅
の
長
さ
は
約
４
倍
の
21
セ
ン
チ
、
体
重
は
75

倍
の
１
５
０
０
グ
ラ
ム
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
為
、

本
当
に
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
１
年
の
う
ち
ふ
化
シ
ー
ズ
ン(

７
月
～
10
月

頃)

に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、「
何
が
何
で
も
ウ
ミ
ガ
メ

の
赤
ち
ゃ
ん
が
見
た
い
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
内
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
会
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

 

産
卵
シ
ー
ズ
ン
は
も
う
す
ぐ
終
わ
り
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
は
ふ
化
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
小
笠

原
諸
島
の
平
均
の
ふ
化
率
は
約
３
割
で
、
産
み
落
と

さ
れ
た
卵
の
多
く
は
カ
ニ
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
食
べ
ら

れ
た
り
、
高
温
や
水
没
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。
無
事
に
ふ
化
し
て
地
表
に
出
て
き
て
も
、
そ
し

て
海
に
入
っ
て
も
周
り
は
敵
だ
ら
け
。
無
事
に
大
人

に
な
っ
て
小
笠
原
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
本
当
に
ご
く
わ
ず
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
し
海
岸
で
ふ
化
す
る
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
た
ち
を
見

つ
け
た
ら
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
長
旅
を
想
っ
て
優
し

く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編
(11) 

 

自
分
で
、
直
し
て
ね
。
う
ち
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝

フ
サ
子
さ
ん
の
母
方
の
祖
母
：
ハ
ル
］
が
さ
、
繕
い

も
の
と
か
、
結
構
や
っ
て
た
よ
、
荒
井
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
。
う
ち
の
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
育
て
る
の
が

大
変
で
し
ょ
う
？ 

９
人
も
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。
食

べ
物
［
＝
料
理
］
と
か
、
上
手
だ
っ
た
よ
。
で
も
、

お
針
は
、
荒
井
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
が
上
手
だ
っ

た
］。
私
が
［
裁
縫
］
す
る
の
を
見
て
、「
お
前
は
ど

こ
で
習
っ
て
き
た
の
？
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
。 

(

川
島
恒
夫)

お
寺
は
あ
る
の
か
？ 

 

で
き
た
ん
だ
よ
。
青
木
さ
ん
っ
て
人
が
建
て
た
ん

だ
よ
、
お
寺
は
。
学
校
か
ら
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
、
十

字
路
み
た
い
の
が
あ
る
ん
だ
よ
、
そ
こ
を
右
に
あ
っ

た
ん
だ
よ
。［
硫
黄
島
産
業
株
式
会
社
内
に
あ
り
、

住
職
も
呼
ん
で
い
た
］
昔
と
は
違
う
よ
。
戦
争
［
＝

対
米
英
戦
］
が
始
ま
っ
た
頃
だ
よ
、
真
珠
湾
攻
撃
が

あ
っ
た
で
し
ょ
？ 

そ
の
時
、
元
山
で
提
灯
行
列
し

た
ん
だ
も
ん
、
覚
え
て
い
る
よ
。
私
の
帰
り
道
、
学

校
か
ら
ま
っ
す
ぐ
行
っ
て
、
十
字
路
の
右
、
入
っ
た

と
こ
ろ
に
お
寺
が
あ
っ
て
。
青
木
さ
ん
が
作
っ
た

の
、
お
釈
迦
様
を
ね
。 

─
─

ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
ね
。 

 

［
お
寺
の
］
庭
に
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
の
。
荒
井
の

ば
あ
ち
ゃ
ん
［＝
フ
サ
子
さ
ん
の
祖
母
・
ハ
ル
］は
、

日
蓮
宗
の
信
者
だ
っ
た
の
。
身
延
山
に
行
っ
た
時
の

写
真
も
ど
こ
か
に
あ
る
よ
。
だ
か
ら
［硫
黄
島
の
］お

寺
に
行
く
時
は
い
っ
つ
も
私
が
連
れ
て
い
か
れ
た

の
。
大
太
鼓
に
合
わ
せ
て
お
経
を
唱
え
る
、
団
扇
太

鼓
、
覚
え
て
る
、
お
釈
迦
さ
ま
も
。
学
校
に
行
っ
て

る
時
は
お
寺
に
手
紙
な
ん
か
届
く
と
、
役
場
か
ら
あ

ず
か
っ
て
帰
り
道
に
お
寺
に
持
っ
て
行
っ
た
の
。 

─
─

郵
便
配
達
員
は
な
か
っ
た
の
？ 

 

私
が
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
、
途
中
で
郵
便

局
が
で
き
て
。
そ
こ
に
Ｔ
君
が
、
私
の
同
級
生
で
勤

め
て
た
の
。
私
は
学
校
卒
業
し
て
、
あ
く
る
日
か
ら

飛
行
場
の
方
に
［
勤
め
に
］
行
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
。
海
軍
施
設
部
っ
て
と
こ
ろ
で
。 

─
─

そ
れ
は
［
勤
め
先
を
］
決
め
ら
れ
ち
ゃ
う
の
？ 

 

そ
の
頃
、
私
は
徴
用
で
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
か
れ

ち
ゃ
う
っ
て
、
噂
が
あ
っ
て
。
う
ち
の
お
父
さ
ん

が
、
徴
用
で
持
っ
て
い
か
れ
た
ら
困
る
っ
て
。
鍛
冶

屋
の
Ｋ
の
家
に
空
き
家
が
あ
っ
た
の
、
新
し
い
家
だ

っ
た
け
ど
ね
。
そ
こ
を
、
海
軍
施
設
部
の
事
務
所
に

し
て
、
偉
い
人
を
住
ま
わ
せ
た
の
。
そ
の
家
に
頼
ん

で
働
か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク

な
ん
か
出
入
り
し
て
た
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
飛
行
場
を

作
っ
て
た
か
ら
ね
。
そ
の
［
ト
ラ
ッ
ク
に
］「
車
に

乗
っ
て
け
！
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
、
乗
せ
て
く
れ
た

り
で
行
っ
て
い
た
。 

─
─

そ
れ
ま
で
郵
便
局
が
な
か
っ
た
っ
て
こ
と
は
、

役
場
に
手
紙
が
届
い
て
い
た
の
？ 

 

違
う
、［
硫
黄
島
産
業
株
式
会
社
が
経
営
す
る
］

事
務
所
。
元
山
［
部
落
］
の
坂
が
あ
っ
て
、
登
っ
て

い
く
と
ヤ
シ
の
木
が
１
本
植
え
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に

事
務
所
が
あ
っ
た
の
。
そ
こ
に
［
村
の
人
が
集
ま
っ

て
］
名
前
呼
ん
で
、
投
げ
る
の
［
手
紙
を
］。
ヤ
シ

の
木
の
周
り
に
、
人
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
る
の
。
な
ん

で
も
事
務
所
で
［
事
業
を
や
っ
て
い
た
］。
私
が
学

校
卒
業
し
て
か
ら
、
郵
便
局
が
で
き
た
の
。 

─
─

Ｔ
君
が
働
い
て
い
た
ん
だ
よ
ね
？ 

 

自
転
車
で
配
達
し
て
い
た
み
た
い
だ
よ
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島
(12)
に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
九
貝
「
消
え
ゆ
く
微
小
貝
」 

  
こ
の
夏
、
久
々
に
マ
イ
マ
イ
調
査
で
南
島
に
赴
い

た
。
砂
浜
に
散
ら
ば
る
ヒ
ロ
ベ
ソ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
な

ど
の
半
化
石
が
目
立
つ
南
島
だ
が
、
ノ
ミ
ガ
イ
類
な

ど
の
微
小
貝
は
今
も
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
る
。
何

気
な
く
１
枚
の
タ
コ
ノ
キ
の
葉
を
調
べ
る
と
１
０
０

匹
近
く
も
の
ノ
ミ
ガ
イ
が
ひ
し
め
い
て
い
る
光
景
が

見
ら
れ
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た…

 

 

そ
う
、
か
つ
て
は
母
島
で
も
気
軽
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
光
景
だ
。
今
と
な
っ
て
は
属
島
に
行
く
か
、

母
島
で
は
数
時
間
か
け
て
行
っ
た
先
で
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

 

原
因
は
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
も
登
場
済
み
の
「
エ
リ

マ
キ
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
」
だ
。
本
種
は
母
島
で
の
み
侵

入
が
確
認
さ
れ
て
い
る
外
来
ウ
ズ
ム
シ
で
、
父
島
で

猛
威
を
振
る
う
ニ
ュ
ー
ヤ
リ
に
比
べ
て
小
型
の
た

め
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
類
の
成
貝
を
襲
う
こ
と
は
稀
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ノ
ミ
ガ
イ
や
カ
タ
マ
イ
マ
イ

幼
貝
は
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
。
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
も

や
ら
れ
て
い
る
。
母
島
元
地
集
落
の
生
垣
で
も
普
通

に
見
ら
れ
た
ノ
ミ
ガ
イ
達
が
姿
を
消
す
な
ん
て
誰
が

想
像
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
減
っ
た
の
で
は

な
く
完
全
に
消
滅
し
た
。
今
や
、
ノ
ミ
ガ
イ
を
見
た

け
れ
ば
母
島
よ
り
断
然
父
島
だ
。 

 

今
年
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
母
島
石
門
下

の
段
で
も
エ
リ
マ
キ
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
が
確
認
さ
れ

た
。
数
少
な
い
ノ
ミ
ガ
イ
生
残
地
が
ま
た
一
つ
陥
落

し
、
母
島
に
残
る
楽
園
は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

と
な
っ
た
。 

               

【
文
】
環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

和
田 

慎
一
郎 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
２―

３
１
１
７ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２８２号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：いろいろな具材を味噌汁に入れると飽きなくていいね！ 

保健師：そうですね。「まごわやさしい」は長期間保存できるものが多いので、インスタント味噌汁

に入れるだけでも栄養バランスは良くなります。 

クジラ：それなら簡単ですぐに出来そう！でも毎日継続していく事って大変なことだよね。 

保健師：特に食事は私たちの身体を作ってくれるものなので、日々の食事に簡単に取り入れられる

ものがいいですね。 

 今年も住民健診まであと約 3か月となりました。昨年の結果から健康づくりに取り掛かっている方も、まだ具体的

には行動に移っていない方も、もう一度、生活習慣を見直してみてはいかがでしょうか。今回は毎日の食事について

一緒に考えてみましょう！ 

 

 

  

 

 和食の基本の合言葉「ま・ご・わ（は）・や・さ・し・い」 

 
和食は洋食に比べ、脂肪分が少ないので、中性脂肪やコレステロールの値の改善

につながりやすいと考えられています。「まごわやさしい」という言葉はご存じで

すか？これは和の食材の頭文字を覚えやすく語呂合わせにした合言葉です。和食

にはこれらの食材を多く使ったものが多いです。  

 

・1日の中でこれら食品をそれぞれ１回は取り入れましょうという考え方です。 
・毎日の食事に足りていないものを少しプラスするだけで OKです。 
・計算は不要なので誰でも簡単に続けることができます。 

：まめ 

脂質を抑える植物性タンパ

ク質が豊富に含まれています。

大豆はそのままよりも納豆、味

噌などのように発酵させたも

のがおすすめ。  

：ごま ：わかめ 

：やさい ：さかな ：しいたけ ：いも 

血液をサラサラにする不飽

和脂肪酸が多く含まれており、

中性脂肪やコレステロールの

改善に役立ちます。ごまドレッ

シングでも良し！  

食物繊維、ミネラルや鉄分

が豊富です。海藻の食物繊維

は水溶性と不溶性がバランス

よく含まれています。  

食物繊維、ビタミンと

ミネラルが含まれてい

ます。食物繊維は腸内環

境を整える働きがあり

ます。  

カロリーも低くタン

パク質の宝庫です。必

須脂肪酸である DHA や

EPA はコレステロール

を下げ、血液をサラサ

ラにします。  

カロリーも少なく、食

物繊維やミネラル、ビタ

ミンが多く含まれてい

ます。その他のきのこ類

でもいいですよ。  

食物繊維を多く含み

ます。特に自然のまま

のいも類のほうが良質

です！とくにネバネバ

成分を含む里芋や山芋

がおすすめです。  

まずは具だくさんの味噌汁で「まごわやさしい」を取り入れてみましょう！ 

 味噌汁は「まごわやさしい」が取り入れやすくなります。手順も「切って」「煮込んで」「味付け」
の３ステップなので簡単！作り置きもできて、栄養満点です！無理におかずを作らなくてもちゃんと
栄養バランスが整いますよ。味噌汁に魚は取り入れにくそうですが、煮干しや鰹節で出汁を取ること
で、タンパク質を摂取することができます。味に深みが出ておいしいですよ！ 



夏休みラジオ体操(～27日)(父・母) 出入港日
アオウミガメ放流会(母島) 育児学級(おやつの会)(母島)

星空観賞会(母島)/南洋踊り(父島)

出入港日 行政相談所の開設(父島)

タッチングプール(母島)(5日・９日・15日) ヴァーツラフ・フィアラ講演会(父島)

定期予防接種(父島) 南洋踊り体験会(母島)

野外映画会(父島)(・19日)

東京都自然ガイド新規認定講習申込〆切

出入港日

出入港日 産科・婦人科専門診療(母島)

小笠原JAMMIN(父島)

母島巡回ペット診療・相談(・22日)

小笠原小学校会計年度任用職員の募集〆切

溺者救助訓練講習申込〆切
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

産科・婦人科専門診療(父島)(～28日)
育児学級(おやつの会)(父島)申込〆切

母島巡回労働相談 出入港日

育児学級(おやつの会)(母島)申込〆切 南洋踊り(父島)

出入港日 オガグワの森 土の生き物観察会(父島)申込〆切

電話による法律相談(第二東京弁護士会)

ははじま丸周遊クルーズ申込〆切

盆踊り練習会(父島)(・12日) オガグワの森 土の生き物観察会(父島)

出入港日 入港日
稚亀放流＆星空観賞会(母島) 東京三弁護士会による法律相談(母島)

育児学級(おやつの会)(父島)

東京三弁護士会による法律相談(父島)

地域振興に係る補助事業の募集（第２回）申込〆切

ウミガメ放流(父島)

戦没者追悼式(父島)(母島) 出港日

乳幼児健診・歯科健診(母島)
東京都島しょ町村職員合同採用試験申込み(～9/22)

中ノ平自立支援農業団地就農者の募集申込〆切

個人住民税(村・都民税)(第２期)等の納期

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・7日・9日・14日・16日・18日・21日・23日・25日・28日・30日

16 水

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

火

3 木 18 金

水 17 木2

5 土 20

4 金 19 土

7

日

6 日

月 22 火

21 月

9

8

水 24 木

23 水火

11

10

金 26 土

25 金木

27 日12 土

14

13

月 29 火

28 月日

31 木

30 水15 火

8月のカレンダー

山の日


